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1　研究の目的
　幼稚園では、幼児に対する絵本を活用した教育が日常的に行われている（藤岡久美
子・伊藤恵里奈，2016）。幼稚園教育要領の「言葉」領域の内容にも「絵本や物語な
どに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう」ことが記されており、
今後も絵本の「読み聞かせ」1 は重要な教育実践として位置づくことが予想される。
　幼稚園教諭が絵本を読み聞かせる際には、何らかのねらいのもとに絵本が選ばれる。
この「選書」という行為について、脇本聡美（2011）は「絵本が子どもの成長に重要
な役割を果たすものであるならば、数ある中から子どもたちに与える絵本を選ぶとい
うことは、育児にかかわる大人にとって大きな責任を伴うということになる」（p.12）
と述べる。選書に一定の責任が伴うと捉えれば、幼稚園教諭には目の前の幼児に適し
た絵本を選書する力が求められるといえる。またこのことは、幼稚園教諭の養成課程
において、学生の選書力を育成するような授業の準備が必要であることを意味してい
る。実際に、「幼稚園教諭や保育士をめざす学生が、絵本の読み聞かせの実践にあたっ
て、まず困るのは、選書である」（大野鈴子，2015，p.53）との指摘もある。
　学生が選書をする場面では、名作がまとめられた絵本リストを利用することも考え
られる。リストは様々な団体によって作成されており、リスト相互の比較を通した活
用の可能性も模索されている（白須康子，2006）。しかし、佐々木宏子（1993）はリ
ストの汎用性について、「あるていど絵本を見てきた人の場合には役に立つのですが、
あまり絵本を見たことのない人には正直いってなかなか選択の手がかりになりにく
い」（pp.46-48）と指摘する。この指摘を踏まえれば、絵本についての知識が充分で
はない学生に対しては、リストを提示する指導に終始するのではなく、学生自身が絵
本についての知識を体系的に獲得できるように指導することが重要であるといえる。
　そうした視点から、絵本の選書に関連する幼稚園教諭養成課程の授業について考察
した論稿を概観すると、絵本の多読や、個々の作品分析を行う実践例を見て取ること
ができる。多読の実践例としては、学生一人ひとりが「絵本ノート」に 100 冊の絵本
の情報をまとめる方法が代表的である（鈴木正和，2012、皆川昌，2017）。また、作
品分析を行う実践では、 4 回の授業の中で全 6 冊の中から探究したい絵本を選び、
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考察した内容をポスター発表する事例が報告されている（峰本義明，2017）。「できる
だけ多くの絵本を読んで欲しいとの願い」（鈴木，2012）や、「保育士を目指す学生は
絵本についての知識を多く蓄えることが大切である」（峰本，2017）との思いから構
想されたこれらの実践では、具体的な絵本に焦点を当てているという共通点を見出す
ことができる。
　ただし、具体的な絵本の作品名や代表的な作家名は、絵本についての知識の総体で
あるとは言い難い。日本では年間約 1000 冊の絵本が出版されており（正置友子，
2015，p.30）、具体的な絵本を追うだけではその全体像は明らかにならない。そのため、
『絵本の事典』や『ベーシック絵本入門』といった書籍に収められているような、絵
本に関する理論的な知識が必要となる。しかし、幼稚園教諭に必要な絵本に関する知
識について検討した研究は管見の限りでは見られない。そのため、幼稚園教諭養成課
程において、どのような絵本の知識を指導すべきかについての基礎的な検討が求めら
れる。以上を踏まえ本研究では、幼稚園教諭養成課程における選書力育成のための絵
本に関する知識の体系を明らかにすることを目的とする。
2　絵本に関する知識の範囲
（1）絵本専門士養成講座における「知識」の内実
　絵本に関する知識とは、どのような内容を指すのだろうか。ここでは、絵本に関す
る資格の代表として「絵本専門士」に着目し、養成のためのカリキュラムから絵本に
関する知識の範囲についての示唆を得たい。
　絵本専門士とは、「国立青少年教育振興機構」が認定を行っている「絵本に関する
高度な知識、技能及び感性を備えた絵本の専門家」2 を指す。その養成のためのカリキュ
ラムは、「知識」「感性」「技能」の 3 つの分野から編成されており、それぞれの内容
構成については以下のように示されている（絵本専門士養成制度準備委員会，2014）。
○「知識」分野
　絵本に関すること（歴史や表現特性や教育等）及び子どもの理解（児童福祉・
心理）に関する 11 科目（18.5 時間）
○「感性」分野
　絵本をとおして豊かな人間性、魅力ある人間性を育むための 8 科目（13.5 時間）
○「技能」分野
　手遊び、読み語り、創作活動等おはなし会やワークショップを運営する技能の
8 科目（14 時間）
　上記における「知識」分野の内容からは、絵本そのものについての知識と子どもに
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ついての知識とが想定されていることが分かる。また、カリキュラムの実際としては、
以下のような科目・時間数が計画されている（絵本専門士養成制度準備委員会，
2014）。
「絵本専門性養成講座カリキュラム」における「知識」の構成
絵本総論【 5 科目 9 時間】
知っておきたい絵本【 3 科目 4.5 時間】
絵本と出会う【 3 科目 5 時間】
　ただし、これらの構成の名称のみでは内容が判然としない。具体的な内容について
の情報を得るため、「第 5 期絵本専門士養成講座」のカリキュラムを見てみたい 3。
表 1　「第 5 期絵本専門士養成講座」のカリキュラム
項目 見出し
絵本総論 絵本とは何か
絵本各論 ①絵本の歴史、絵本賞について
②視覚表現、言語表現から見た絵本
③子供の知的・社会的発達と絵本との関わり
④メディアとしての絵本の位置づけ
さまざまなジャンルの絵本 ①物語の絵本
②昔話、童話を基にした絵本
③科学絵本等
絵本と出会う ①はじめての絵本との出会い
②保育・教育の場での出会い
③図書館等での出会い
④書店での出会い
　表に示したように、第 5 期のカリキュラムでは「絵本総論」と「絵本各論」が分
離され、「知っておきたい絵本」が「さまざまなジャンルの絵本」へと改名されてい
ることが分かる。また、「絵本と出会う」では、年齢や場所ごとの絵本との出会いに
ついて学習する計画となっている。
　このうち、「絵本各論」からは「歴史」「表現（視覚的・言語的）」「発達」「メディア」
といったキーワードを拾い上げることができる。そして、「さまざまなジャンルの絵本」
には、物語絵本、昔話絵本、童話絵本、科学絵本といった文字通り絵本の「ジャンル」
が示されている。以上のことから、絵本に関する知識の仮説的枠組みとして、「歴史」
「表現（視覚的・言語的）」「発達」「メディア」「ジャンル」を取り出すことができる。
（2）絵本の「知識」の概要
　では、「歴史」「表現（視覚的・言語的）」「発達」「メディア」「ジャンル」に関する
知識とは、どのような内容であると捉えられるのか。ここでは、関連する専門書を参
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照しながら、選書行為との関連性について検討する。この際、絵本に関する知識が記
された代表的な書籍である、『絵本の事典』及び『ベーシック絵本入門』（以下、『絵
本入門』）を中心としながら、他の書籍についても適宜参照する。
　「歴史」に関しては、日本における絵本の歴史のみでなく、世界の絵本の歴史につ
いても多くの知見が蓄積されている。『絵本の事典』では「絵本の歴史と発展」として、
イギリス、ドイツ（ドイツ語圏）、フランス、アメリカ、ロシア、日本の絵本の歴史
がまとめられている。『絵本入門』では、「世界の絵本の歩み」と「日本の絵本の歩み」
という節において、それぞれの歴史が整理されている。こうした歴史についての知識
は、現代の絵本との比較を可能にしたり、絵本とは何かを知ることにつながったりす
ることから、選書を行う際の視点として有効に機能すると考えられる。
　「表現（視覚的・言語的）」について論じた文献は多く、研究領域として確立しつつ
あるといってよい。『絵本の事典』では、「絵本の視覚表現」や「絵本のことば」とい
う関連する章が設けられている。『絵本入門』では、「絵本のテキスト」の章において、
「文の機能と絵の機能」をはじめとして、言語的表現・視覚的表現の両面についてそ
の特徴が記されている。また、藤本朝巳（1999， 2007）は絵の構図や絵本の構成要素、
さらには絵と文章の機能やページの機能、展開の手法から絵本のしくみを解明してい
る。そして、余郷裕次（2011，2015）は絵を中心とした絵本のひみつについて検討し
ている。こうした絵本の表現についての知識は、個々の絵本の特徴を捉える観点とし
て機能することから、絵本の選書においても活用できると考えられる。
　「発達」については、『絵本の事典』と『絵本入門』の両方に「子どもの発達と絵本」
という同じ名前の節が見てとれる。「歴史」や「表現」が絵本そのものに着目した内
容であった一方で、「発達」は子どもと絵本の関係に着目しているといえる。例えば、
永田桂子（2007）は、第 1 段階（生後 4 か月くらい～ 2 歳 6 か月くらい）、第 2
段階（ 2 歳 6 か月くらい～ 4 歳 6 か月くらい）、第 3 段階（ 4 歳 6 か月くらい
～小学 3 年生くらい）、第 4 段階（小学 3 年生くらい～小学 5 年生くらい）、第
5 段階（小学 5 年生くらい～中学 3 年生くらい）の段階ごとに、子どもの発達か
ら見た絵本の選び方について提案している。「〇歳向けの絵本」といった基準はあく
まで目安として捉えるべきであるが、おおよその発達についての知識があることで、
無理のない選書が実現することもまた事実であろう。こうした「発達」についての知
識は、絵本を選書し読み聞かせる相手である「子ども」について理解するための視点
になるといえる。
　「メディア」については、『絵本の事典』に「絵本のメディア・リテラシー」という
節があり、以下のようなメディアとしての多様な側面について考察が加えられている。
ここでいうメディアは、絵本というメディアの特性という意味であり、絵本のもつ働
きが多様であることを意味していると捉えられる。そして、こうした絵本がもつ多様
な側面の理解は、絵本そのものがどのような機能をもっているかという点についての
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理解の深化につながり、絵本とは何かを考えるための足場になるものと考えられる。
絵本のメディア・リテラシー（『絵本の事典』pp.8-23 より抜粋）
世界認識表現メディア、物語るメディア、時間表現メディア、視覚表現メディア、
印刷メディア、掌のメディア、ブック・アート・メディア、インタラクティブ・
メディア、自己解放と夢のメディア、自己受容メディア、他者理解メディア、コ
ミュニケーション・メディア、希望と癒しのメディア、提示するメディア、教育
メディア、編集・出版メディア
　最後に残された「ジャンル」については、絵本専門士の養成カリキュラムに示され
ていた物語絵本、昔話絵本、童話絵本、科学絵本のみに留まらない枠組みが『絵本の
事典』と『絵本入門』の双方に示されている。こうした「ジャンル」は、具体的な絵
本の分類を可能にする枠組みであるため、選書について考察するうえで特に重要な知
識であると考えられる。そのため次節では、『絵本の事典』や『絵本入門』などに示
されたジャンルの整理を通して、絵本の知識についてさらに詳しく検討してみたい。
3　絵本のジャンルに関する整理
（1）ジャンルの全体像
　『絵本入門』の目次には、以下のようなジャンルが見て取れる。このうち、「教材と
しての絵本」は絵本の活用の仕方に関する項目であると解釈できる。そのため、その
他の項目が絵本のジャンルのひとつの見取り図になると考えられる。
『絵本入門』における「絵本の種類」（『絵本入門』pp. ⅲ - ⅳ、※は稿者による）
創作（物語）絵本、昔話絵本、童話絵本、ファンタジー絵本、ナンセンス絵本、
パロディ絵本、文字なし絵本、ことばの絵本、詩の絵本、認識絵本、生活絵本、
科学絵本、写真絵本、教材としての絵本※、仕掛け絵本
　『絵本の事典』ではより細かな分類が試みられている。上記の『絵本入門』で示さ
れた「ジャンル」と関わりが強い項目のみを以下に示す。こうした細かな分類も、選
書の際の手がかりになると考えられる。なお、その他の節では「宗教系の本」「読者
対象別の絵本」「障害に対応する絵本」「キャラクターの絵本」「あそべる絵本」「用途
別の絵本」「形や大きさ、形態、素材の違いによる絵本」「視聴覚系の絵本」「ハイテ
ク系の絵本」「流通・販売形態と絵本」「パーソナルな目的で作られる絵本」「PR 活
動と絵本」といった観点ごとに、詳細な分類が行われている。
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『絵本の事典』における絵本のジャンル（『絵本の事典』pp.312-344 より抜粋）
物語系絵本 物語絵本・おはなし絵本、昔話絵本・民話絵本・おとぎばなし絵本・伝
説絵本・神話絵本、名作絵本・童話絵本、創作絵本・創作物語絵本、ノ
ンフィクション絵本・伝記絵本・ドキュメンタリー絵本、翻訳絵本、ナ
ンセンス絵本、パロディ絵本
自 然・ 社 会
科学系の絵
本
科学絵本、認識絵本・ものの絵本、たべもの絵本、乗り物絵本、動物絵
本、からだの絵本、観察絵本、自然絵本、数の絵本、総合絵本、性の絵
本・性教育の絵本、命の絵本、戦争絵本・平和絵本
ことばの絵
本
ことばについての絵本：ことばについて考えるきっかけを与えるもの／
ことばの部分を取り上げたもの（音、語、文字、文）／言語生活、こと
ば遊びについての絵本、話しことばについての絵本
しかけのあ
る絵本
しかけ絵本、ポップアップ絵本・飛び出す絵本、フラップブック、音の
出る絵本、光の出る絵本、匂いの出る絵本、穴あき絵本、ホログラム絵
本
　また、谷本誠剛・灰島かり編（2006）で紹介されているような「現代絵本」「ポス
トモダン絵本」も、近年発見された「ジャンル」のひとつと捉えることができる。
　これらのジャンルを概観すると、「絵本」と呼ぶものの中にも多様な種類があり、
その中のどの「絵本」を子どもに読むのかの判断がより一層難しくなるようにも感じ
られる。そこで、こうしたジャンルの構造を整理することを試みてみたい。
（2）ジャンルの構造図
　絵本に関する知識としての「ジャンル」は、目の前にある具体的な絵本がどのよう
な性質の絵本であるかを捉えるうえで有効に機能する。特に、「自然・社会科学系」
の絵本の節の副題には、「知識の伝達を内容とした絵本」とあり、物語系の絵本と科
学系の絵本の特性の違いを把握することは、選書において重要であると考えられる。
　また絵本では、昔話のように物語の内容が先にあり後から絵が付されたものと、文
字なし絵本や仕掛け絵本のように表現形式に特徴があるものがある。こうした内容と
形式の対立軸も、絵本のジャンル意識を確立するうえで有効に機能すると考えられる。
　例えば、次のような図を想定することで、選書を構造的に行うことができるのでは
ないだろうか。図には、『絵本入門』におけるジャンルに、「ポストモダン絵本」を追
加している。個々の絵本による性質の異なりは大きいため、本研究におけるジャンル
の分類はあくまで目安である。
昔話絵本
科学絵本
創作(物語)絵本
科学的文学的
内容面
形式面
生活絵本
認識絵本
仕掛け絵本
童話絵本
文字なし絵本
ポストモダン絵本
ファンタジー絵本
ナンセンス絵本
パロディ絵本
ことばの絵本
写真絵本
詩の絵本
図 1　絵本のジャンルの構造図（試案）
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　個々の絵本作品は、こうしたジャンルの構造図のいずれか、あるいは複数のジャン
ルにまたがって分類することが可能であろう。そのため、選書をする主体である幼稚
園教諭各々がこうした見取り図を描くことで、子どもたちの興味や自身の選書の傾向
や偏りに気づくことが可能となる。特に、養成課程において多読を実践する際も、こ
うしたジャンルの構造との関わりを検討することにより、選書をする学生自身が自ら
の選書の傾向を把握することにつながるといえる。
4　幼稚園における選書の実際
　本研究ではこれまで、主に「絵本」側の知識についての検討を行ってきた。ただし、
幼稚園における選書は、そうした「絵本」側の知識のみで行われてはいない。例えば、
横山真貴子・水野千具沙（2008）は、保育現場においては「日頃の子どもの姿や他の
保育活動、季節と関わらせながら、子どもの生活体験に寄り添った読み聞かせをする
こと」（p.50）が重視されていると述べている。こうした、「子ども」側の要素は、選
書という行為においてどのように位置づくといえるのだろうか。
　八木義仁（2018）は、横山・水野（2008）の研究を踏まえて、「現場の保育者たちは、
対象となる幼児の日常生活や行事、季節などを考慮して選書している」（p.6）と述べる。
そして、学生の選書理由の調査においては「聞き手である幼児の日常生活や行事、発
達などと関わらせた理由」と「絵本の絵や文章などと関わらせた理由」、「読み手であ
る学生の読書経験や読後感想などと関わらせた理由」という 3 つの理由に分けて分
析を行っている。これらのうち前半の 2 つの理由からは、「子ども」側の要素と「絵
本」側の要素とを分ける方向性が示唆される。そして、「子ども」側の要素の具体と
して、「日頃の子どもの姿や日常生活」「他の保育活動」「行事」「季節」「発達」といっ
た選書につながる観点を導出することができる。
　また並木真理子（2014）は、降園前の読み聞かせにおける絵本の選書理由を調査し
た結果、「保育者の意図・ねらい」が選書理由の割合として特に高いことを明らかに
している。これは、保育の現場における選書の特徴であると捉えることができる。な
お、並木（2014）の調査におけるその他の理由のうち、「絵本の特徴」では「お話に
リズムがある（繰り返し）」ことが重要であるとされており、「絵本」側の要素も選書
において重要であることが改めて示唆される。また、「子どもの実態」に関する理由
では、「子どもが読んでと言ったから」や「子どもの興味に合っているから」の割合
が高かったとされており、これらは「子ども」側の要素と捉えることができる。この
ことから保育者は、「絵本」側の要素と「子ども」側の要素を複合的に検討し、最終
的には「保育者の意図・ねらい」によって絵本を選択するという選書過程を想定する
ことができる。
　ただし、「子ども」側の要素や、「保育者の意図・ねらい」は「絵本」の知識からは
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派生した内容であるため、本研究が着目している「絵本」の知識とは異なる要素とし
て捉える必要がある。こうした要素間の構造については、次節において再度言及する。
5　選書に必要な知識の構造図試案
　これまでの検討の結果、絵本に関する知識と、幼稚園における選書で検討される要
素が明らかとなった。先に示した絵本に関する知識のうち、「歴史」や「メディア」
は絵本に関する背景知識と捉えることができる。また、「表現（視覚的・言語的）」は、
絵本の繰り返しの構造をはじめとして、絵本を選ぶ際のひとつの観点として位置づけ
られる。また、「発達」は「子ども」側の要素として位置づけることが妥当であるこ
とが示唆された。そして、「ジャンル」は選書に直結する知識であると考えられた
　以上の内容を総合すると、選書に必要な知識の構造図を以下のように構想すること
ができる。あくまで試案ではあるが、本稿における考察のまとめとして作成した。
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歴史・メディア 
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抽象 
図 2　絵本の知識の構造図（試案）
　本研究では、絵本の知識が、作品名や作家名といった具体的な内容と、ジャンル・
表現・歴史・メディアといった抽象的な内容から構成されていると捉えた。
　作品名としては、「はらぺこあおむし」や「11 ぴきのねこ」など、個々の絵本のタ
イトルが該当する。また、作家名は「11 ぴきのねこ」と「11 ぴきのねことあほうどり」
の作者が馬場のぼるである、といった具体的な作品を包括する知識として位置づけら
れる。また、作品名と作家名の上位にジャンルを位置づけたのは、馬場のぼるはナン
センス絵本というジャンルに分類されている（『絵本入門』p.86）といった知識が、
具体的な作品名や作家名よりも抽象的な知識であることによるものである。そして、
それらの上位にある歴史、メディア、表現は、ジャンルを超えて「絵本」を捉えるた
めの知識であることを示している。
　これまでの幼稚園教諭養成課程では、作品レベルや作家レベルといった具体的な知
識が学習の中心であったが、より抽象的な内容も絵本の知識として位置づけることで、
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選書の精度が高まると考えられる。また、学生がこうした知識を獲得することにより、
選書の過程が次のように精緻なものとなることが予想される。絵本の知識の獲得によ
る選書過程の変容イメージを図 3 に示す。
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図 3　絵本の知識の獲得による選書過程の変容イメージ
　絵本の知識を獲得していない段階においては、学生が絵本を選書する際に「知って
いる絵本」や「図書館にあった」といったような、「目の前にある絵本の選書」に留
まることが予想される。また、多読を通した絵本についての学習で獲得される知識も、
基本的には作品レベル・作家レベルの知識に留まるため、そうした段階において選書
される絵本のジャンルには、偏りが生まれる可能性がある。
　一方、絵本の知識を獲得した後の段階においては、絵本とは何か（歴史やメディア）
や、それぞれの絵本の特徴は何か（表現）といった知識に加え、どのようなジャンル
の絵本があるのかといった観点が加わることにより、選書の観点が重層化することが
期待できる。結果的に選択される絵本が同じであったとしても、そうした抽象的な知
識のフィルターを通した選書を行うことで、保育者のねらいに応じた教育活動を展開
することが可能になると考えられるのである。
　また、幼稚園における選書の際は、先述したような「絵本」側の要素に加え、「子
ども」側の要素が考慮される。「日頃の子どもの姿」「日常生活」「他の保育活動」「行
事」「季節」「発達」といった視点から絵本を見ることで、効果的な選書が可能となる
ため、図 3 の上部に「子ども」側の要素を位置づけた。
　そして、そうした「子ども」側の要素と、獲得された「絵本」側の要素（＝絵本の
知識）は、「保育者の意図・ねらい」というレンズによって焦点化される。この「保
育者の意図・ねらい」というレンズを通すことにより初めて絵本の選書が可能になる
ことから、知識を獲得した後の段階をイメージした図中に含めている。こうした「子
ども」側の要素と「絵本」側の要素を包括する「保育者の意図・ねらい」は、幼稚園
教諭に求められる専門性と捉えることもできるだろう。「保育者の意図・ねらい」は、
絵本に関する授業科目単体で育つものではなく、養成課程における他の授業科目にお
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ける学びによって獲得されていくものと考えられる。
　本研究が示した図 3 は、絵本の知識を獲得することで、子どもの実態・生活に応
じた選書が可能になることを理論的に示している。従来、幼稚園教諭養成課程で指導
すべき絵本に関する知識は不明確であったが、こうしたイメージで知識の体系を捉え
ることにより、教育内容が明確になり、体系的な知識の教育が可能になると考えられ
る。
6　成果と課題
　本研究では、幼稚園教諭養成課程における選書力の育成に着目して、絵本の知識の
体系について検討してきた。「絵本専門士」の養成カリキュラムや、『絵本の事典』『絵
本入門』といった専門書を中心に絵本の知識を整理した結果、絵本の知識の構造図（試
案）を図 2 のように作成することができた。絵本の知識を羅列する方法によらずに、
選書という行為との関係で整理ができた点に本研究の成果を見出すことができる。
　本研究の課題として、絵本の知識をどのように育てるのかという指導方法と、よい
絵本を選ぶ感性に関する問題の二点を挙げることができる。
　指導方法の課題は、本研究で提示した構造図のような知識を、どうすれば効率的に
学習できるのかが明らかにできていないことを指している。抽象的な内容であっても、
指導においては具体的な絵本を教材とする以外に方法はない。そのため、「ジャンル」
ごとに授業開発を行い、授業科目の実施を通して学生の選書にどのような影響があっ
たかを検討する必要がある。
　また、よい絵本を選ぶ感性についての課題は、図 2 に示したような知識を獲得し
た後に、大量の絵本から実際に「よい絵本」を選ぶことできるのかといった問題と重
なる。よい絵本の選書について、佐々木宏子（1993）は以下のように述べる（pp.46-48）。
「よい絵本の選び方十カ条」などというものが、いろいろな手引書に書かれてい
ることがありますが、こと絵本に関してはやはりほとんど役にたたないといって
よいでしょう。たとえば「物語と絵が一致しているもの」とか、「色彩感覚がす
ぐれたもの」などの条件が書いてあることが多く、このことは理屈としてはとて
もよくわかるのです。しかし、「色彩感覚がすぐれたもの」なる基準はたいへん
難しく、一冊の絵本を目の前にしても賛否両論にわかれることはしょっちゅうで
す。
　ここで佐々木は、「よさ」の基準について言及している。学生が、絵本の歴史やメディ
アとしての特性、視覚的・言語的表現に関する絵本の特徴や多様なジャンルを知った
場合であっても、その先にある「よい絵本」の基準を明示することは容易ではない。
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こうした視点に立つとき、幼稚園教諭にとっての選書の問題は、「知識」をもとにし
た絵本を選ぶ「感性」の問題へと派生する。知識は選書の役に立つと考えられる一方、
そうした知識の獲得の問題と、目の前の子どもにふさわしい絵本を選ぶことができる
かという問題を同列に扱うことは難しいのである。鳥越信（2012）は、「できるだけ
多く、子どもの本の実物に目を通す、ということです。まちがいなく選べるかどうか
の保証は、一にこの点にかかっています」（p.77）と述べる。「よい絵本」を選ぶとい
う行為と、絵本の知識の問題、そして鳥越が提起している多読によるしかないという
方法の問題は、先述したような指導方法の問題と合わせて改めて検討する必要がある。
　学生に対して選書の実践力を指導する際は、脇本（2011）の「子どもたちに与える
べきよい絵本かどうかを判断できる基準を身につける」（脇本，2011，p.15）という
方向性が重要になると思われる。幼稚園教諭を育てる過程において「知識」を体系的
に指導しつつも、最終的には個々の学生が「基準」を内面化できるよう、多読と知識
の学習を有機的に連動させる必要があるのではないだろうか。この点についても今後
の課題とし、改めて検討したい。
　幼稚園教諭養成課程のカリキュラムには多くの学習内容が準備されており、絵本に
ついての学習に費やすことができる時間は限られている。そのため、本研究で検討し
た構造図をもとに体系的な知識の中から学習内容を精選する必要がある。先述の課題
の解明と合わせて、本研究で提示した構造図そのものの再検討を行い、幼稚園教諭養
成のための実践的な授業開発へとつなげたい。
注
1  　絵本を読む営みについては、読む主体の意図によって「読み合い」「読み語り」
などと呼ばれることもある。本稿でそうした意図の違いに言及することは難しいた
め、それらを総称して「読み聞かせ」という用語を用いる。
2  　 絵 本 専 門 士 の HP（http://www.niye.go.jp/services/plan/ehon/senmon.html）
（2019.01.04. 確認）による。なお、「絵本専門士」養成講座は、平成 26 年度から開
講され平成 30 年度現在は第 5 期が開講されている。
3  　 絵 本 専 門 士 の HP（http://www.niye.go.jp/services/plan/ehon/jyukou.html）
（2019.01.02. 確認）より。第 4 期のカリキュラムは掲載されていなかったものの、
第 3 期と第 5 期のカリキュラムは同じ内容であったため、この数年間変更がなかっ
たことが推察される。
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The Consideration about the Knowledge of Picture Books 
for Kindergarten Teacher
―Focus on the Ability to Choose Books in Teacher Education―
Nobuyuki UEYAMA
　In this paper, I considered about the knowledge of picture books for kindergarten teacher. In 
this case, I focused on the ability to choose books in teacher education. First, I referred the 
curriculum to train the expert in picture books to check the coverage of the knowledge of 
picture books. Second, I organized the following categories of picture books, Story, Fantasy, 
Non-fiction, Science, and Cognition. Then, I made the model of the knowledge of picture 
books which is built up from layers of History, Media, Expression, Categories, Author and 
Production. This model can apply to kindergarten teacher education.
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